
一般社団法人 日本臨床検査学教育協議会 

令和6年度 第2回理事会 議事録 

 

 

開催日：令和6年8月5日(月) 13時15分～13時32分 

場 所：Zoomよるオンライン 

理事数： 20 名(理事定数 10 名以上 20 名以内、定款第 11 条) 

構成員数：理事20名、監事2名 

出席者数：理事18名、監事2名 

出席理事：坂本秀生(理事長)、三善英知、中前雅美、市野直浩、小野川 傑、三浦昌人、松田洋和、吉

田祥子、井口文子、大瀧博文、松林こずえ、野島順三、石井直仁、多田達史、山口 聡、勝

田 仁、高崎昭彦、富山智香子       

委任状：山藤 賢、關谷暁子     

出席監事：伊藤昭三、上原昭浩 

 

オンラインゆえ、参加者全員へ音声確認し、意思疎通が行えることを確認して13時15分から開始。 

 

報告事項 

 

1) 次期カリキュラム改正等に向けた日臨技との WG 発足 報告：坂本理事長 

 

日臨技執行部の更新に伴い、カリキュラム改正等に向けた日臨技との Working Group が発足し、本会

からは以下の理事が参加 

WG1:臨地実習を中心とした WG 

坂本秀生 理事長  全体像の把握 

高崎昭彦 理事  技能修得到達度評価 試案作成者 

 

WG2:学内教育を中心とした WG 

坂本秀生理事長  全体像の把握 

山藤 賢副理事長  専門学校・短期大学 

小野川傑 常務理事  私立大学 

勝田 仁 理事  国公立大学 

 

2) 誘発電位検査 動画教材作成状況 報告：坂本理事長 

運動誘発電位(MEP)検査と体性感覚誘発電位(SEP)検査に関する教材の最終編集中 

1. タスクシフトのために知っておきたい生体医工学 

2. 術中脳脊髄モニタリングの実際 

3. 術中脊髄機能モニタリング 1 術中脊髄モニタリングの必要性 

4. 術中脊髄機能モニタリング 2 脊椎脊髓手術 

5. 術中脊髄機能モニタリング 3 術中脊髄モニタリングの実際 

6. 術中脊髄機能モニタリング 4  Tc-MEP モニタリングの問題点と術中脊髄モニタリングの安全管理 

7. 術中脊髄機能モニタリングにおける針電極の設置 

 

3) 調査研究委員会 報告：松田理事 

令和 6年度 調査研究委員会アンケート調査 

『進路状況調査・入学状況調査』前回を踏襲し、アンケートは Formsにて回答締切を 8月末として

事務局より配信済 URL: https://forms.office.com/r/Z8i5v6UpfX 

*調査結果については 12 月の理事会および臨時総会前までに各会員校へ配信予定。 

 

 



4) 厚生労働省科学研究費調査 報告：坂本理事長 

令和 6年度厚生労働行政推進調査事業費補助金医療関係職種の養成教育における課題解決に資する

研究（24IA1801） 

 

審議事項 

 

1) 次期カリキュラム改正等に向けた調査内容 

次期カリキュラム改正等に向けた事前調査につき、坂本理事長より調査項目と具体的な調査内容につ

いて定時総会で会員校へ報告後、追加の調査事項があるか審議した。 

追加の調査項目がないことを確認し、報告事項であった日臨技との Working Group と歩調を合わせる

ことを確認した。 

 

令和 6年度に行う内容 

厚生労働省からの課題 

1. 指定校統一化の必要性についての検討 

• 教育面で質の統一化に指定校統一化が必要か、会員校から意見集約 

調査案：指定校統一化 必要、不要、どちらとも言えない の三択  

自由記述でその理由 

 

2．臨地実習前における技能修得到達度評価内容の統一化に向けた基礎データの収集と課題の検討 

• 科目別分科会で示した実施要項の利用状況 

調査案：科目別分科会で示した実施要項の「評価項目（A,B,C、共通）」「評価内容（〇〇ができ

る）」について ：現状でよい、改善が必要である の二択  

自由記述：改善が必要である場合、具体的に記述 

 

• 技能修得到達度評価の実態・進捗を把握し、効果的な評価内容と適切な審査基準への課題 

調査案：第三者評価：学外者に評価を依頼、依頼しなかった の二択 自由記述でその理由 

自由記述：技能修得到達度評価での工夫、課題等の記述 

 

3．臨地実習施設のマッチング機能導入の必要性と仕組み作りについての検討 

• 新カリキュラムでの臨地実習状況の把握 

調査案：実施学年（何年生で行うか）、実施時期（何月に実施）、臨地実習期間（実際に行った日

数）、実施必須行為・見学必須行為の依頼状況 

 

4. 新カリキュラム内容の検証 本会独自で行う必要あること 

調査案：改正された内容の過不足ある場合、どの科目を増やし、どの科目を減らすか教育の質向上が

できたか（期待できそうか） 

 

5. 臨地実習施設の依頼状況の把握 

• 一人の学生が一施設ですべて完了できたか 

調査案： 実施必須項目、見学必須項目を同一施設で行えた施設数、複数施設で行った場合にどの項目

を他施設で行ったか、在宅医療、検査センター、健診センター等で行ったか、施設の調査 

 

 

2) その他   なし 

 

以上、予定していた報告及び審議事項を終え、Zoomでも滞りなく理事会を進行できたことを確認し、
13 時 32 分に終了した。 

 

 
令和 6年 8月 6 日 

 
代表理事(理事長) 坂本秀生 印 


